
「邪馬台国遊園地2」

令和2年11月25日

楯築サロン

全国邪馬台国連絡協議会中四国支部



プログラム 各20分

■錬金術と特殊器台

森和彦（備前焼作家）

■地名学では邪馬台国は岡山です・タイハク地名

丸谷憲二（歴史研究家）

■特殊器台のデザインと、坪の線刻

加藤淳子（籐作家）

■資治通鑑からみた高句麗好太王と慕容燕・苻秦

岡將男（古代史研究家）

■みなさんのアイデア、意見交換会









弧帯文の流れ



吉備特殊器台復刻



古墳時代の背景

新羅慶州の
天馬塚の王冠北
燕などの

慕容氏の系統

雄略天皇時代
押木珠蔓

翡翠は倭国製





造山古墳と履中天皇陵古墳
古墳ばかり作る・相対的平和



三国志時代から古墳時代は始まる
175年位卑弥呼生 181年 諸葛亮生 184年黄巾の乱

↓                         ↓ 208年赤壁の戦

235年位臺與生 234年諸葛亮死

238年 卑弥呼魏に遣使 ↓ 238年公孫氏滅亡

247年 卑弥呼死 臺與立つ

266年 臺與晋に遣使 265年晋成立

318年

369年百済と通行 380年苻洛の反乱 383年淝水の戦い

396年広開土王 395年参合陂の戦い

420年倭五王

479年倭王武上表文 475年高句麗の百済侵略



好太王の碑文



高句麗国内城



高句麗の広範な外交
西域との関連が大きい



紀伝体と編年体
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「資治通鑑」翻訳PJ・古墳時代対応

• 司馬遷「史記」以来、「魏志」「宋書」など本紀と列
伝の紀伝体

• 皇帝の「本紀」と諸侯・武将の英雄伝である「列伝」
で構成される。通史把握、英雄伝は誇張・矛盾。

• 「資治通鑑」は編年体で、通史把握が容易

特に倭の五王時代の「宋書」は専門家が監修

1932年に翻訳・国会図書館・入手不能



• 「日本書紀」は編年体。

• 高麗の『三国史記』１１４５年に金富軾・撰、

三国時代（新羅・高句麗・百済）～統一新羅末期

紀伝体で。「資治通鑑」を参考。

• 古墳時代の把握、前燕・後燕の慕容氏と北燕の馮
氏の東アジア諸国への影響をもっと把握するべ

• 小林惠子の「興亡古代史」の諸著作の検証

• 「魏志倭人伝」はたった2000文字。

三国志の「魏書」の「東夷伝」の「倭人条」

• 資治通鑑104-144は、376-501年現在４1巻
425076文字→820076文字。膨大なデータ

• 古代史・考古学の学生はまず読んでおくべき





牛窓の語源、牛転び

• 塵輪鬼（ちんりんき）という頭が八つの怪物が
王（仲哀天皇）の矢にあたり首が黄島（鬼島）
、胴が前島（塵輪島）、尾が青島（尾島）にな
った

• 住吉明神が牛鬼を転ばし、からだが黒島（骸
島むくろしま）、内臓が百尋岨（ももひろそわ
え）になり、首が波歌山古墳（はかやまこふん
）に埋められた

• 牛転び（うしころび）から、うしまろび～牛窓に
地名が変化したらしいです



波歌山古墳・消滅

60m  5C後半

鹿歩山古墳
84m  5C後半 天神山古墳

85m  4C後半

二塚山古墳
55m  6C中

バス停あり

黒島1号古墳
81m  5C中

牛窓湾を囲む吉備海部直の古墳

仁徳天皇

黒媛

雄略天皇 463年

吉備海部直赤尾



神功皇后・応神天皇・住吉大社

• 神功皇后は幼い応神を連れて、大和の忍熊皇子
たちの軍勢を破って、政権を立てたとす

• 小林惠子は380年に苻堅に反乱を起こした、幽州(

北京周辺）刺史の苻洛が西海に流されたあと、イン
ド・百済から九州に上陸し、神功と組んで大和を制
圧したとする

• だが383年の淝水の戦い後、再び自立した慕容垂
が後燕を建て、北中国が大混乱中に、シルクロー
ドの草原の道をたどったと考えたほうがいい



苻洛は座っても牛の奔るを制す
• 前秦の征北將軍、幽州刺史の行唐公の苻洛は，
勇にして而して多力，能く坐して牛の奔るを制し，
射て犁耳（鋤の耳は分厚い）を洞(つらぬ)く

• 自ら代を滅ぼす之功有るを以て，開府儀同三司を
求め，得ず，是に由りて怨み憤る。

• 三月，秦王の堅は洛を以て使持節、都督益、寧、
西南夷諸軍事、征南大將軍、益州牧と為し，伊闕
より襄陽に趨き，漢水を溯りて而して上ら使む。

• 使者を分遣し兵を鮮卑、烏桓、高句麗、百濟、新羅
、休忍の諸國に徵し，兵三萬を遣わして北海公の
重を助けて薊（北京）を戍らしむ。



苻洛は西海（青海湖）に一族流罪

• 夏，四月，苻洛は衆七萬を帥いて和龍を發す。

• 堅は怒り，左將軍の武都の竇沖及び呂光を遣わし
て步騎四萬を帥いて之を討たしむ

• 北海公の苻重は薊城之衆を悉くして苻洛と會し，
中山に屯し，衆は十萬有り。

• 五月，竇沖等は苻洛と中山に於いて戰い，苻洛の
兵は大いに敗れ，苻洛を生きて擒とし長安に送る。

• 苻重は走りて薊に還り，呂光は追いて之を斬る

• 屯騎校尉の石越は東萊より騎一萬を帥いて，海に
浮かびて和龍を襲い，平規を斬り，幽州は悉く平ら
ぐ。堅は洛を赦して誅さず，涼州之西海郡に徙す。



380年苻洛の動き

✕

✕淝水の戦





慕容垂は高句麗に勝ち安を送り込む
• 383年淝水の戦いで前秦瓦解、慕容垂は後燕自立

• 385年燕王の垂は鄴を攻め，久しく下らず～樂浪
王の溫に中山に屯せしめ～是に於いて遠近は之
を聞き，燕を以て振わずと為し，頗る去就を懷く。

• 六月，高句麗は遼東を寇し，慕容佐～高句麗の敗
る所と為り，高句麗は遂に遼東、玄菟を陷とす。

• 九月反呂光勢力は「行唐公の苻洛は，上之從弟に
して，勇は一時に冠たり～」

• 十一月慕容農は龍城で兵糧を貯え、夫餘巖を降し
、高句麗を討つ。平州刺史の帶方王の佐を徙して
平郭に鎮ぜしむ。慕容佐が句麗王安になった?



390年



396年



３８３年淝水の戦い
慕容垂の後燕建国
高句麗の南下
百済の南遷

百済の加耶侵略
倭国の前方後円墳



407年



418年



429年



443年


